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主 催 月例川崎マラソン実行委員会

後 援 川 崎 市

第４２９回 月 例

最 終 日 曜 日

第４２８回月例参加者動向

年間累計出場者（～10月・３月中止 8232)

実数 776（昨年同月 10月休み7650 )

2011.10.30 晴れ N 0.5m/s 19.8℃ 62％

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 328 52 380

５ｋ 275 67 342

３

ｋ

幼少 30 6 36

中学 8 5 13

大人 245 52 297

計 283 63 346

子ども１ｋ 63 31 94

延べ出場者 949 213 1162

初参加者 102 31 133

棄 権 36 17 53

延べ参加者 985 230 1215

◆来月の月例は、１２月２５日です。
１１月から３月までは冬時間。

子供１ｋ ９：15 ３Ｋ ９：30
５ｋ １０：00 10ｋ １０：30
スタートです。（出場受付は各種目の

１５分前までに済ませて下さい）
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第
４
２
９
回
月
例
表
彰
者

第
二
条
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
権
利
と

し
て
推
進
す
る
基
本
理
念
の
概
要
を

８
項
目
で
示
し
て
い
ま
す
。
（
原
文

の
主
旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
簡
略

化
し
て
い
ま
す
）

（
一
）
ス
ポ
ー
ツ
を
国
民
の
権
利
と

し
て
、
自
主
的
、
自
立
的
に
推
進
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
が
、
体

力
の
向
上
、
人
格
形
成
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
学
校
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
、
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る

活
動
の
連
携
を
は
か

り
な
が
ら
推
進
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
三
）
ス
ポ
ー
ツ
は
、

人
々
が
そ
の
居
住
す

る
地
域
に
お
い
て
主

体
的
に
協
同
す
る
こ

と
に
よ
り
身
近
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
と
も

に
全
て
の
世
代
の
人
々

の
交
流
が
促
進
さ
れ
、

か
つ
地
域
の
交
流
の

基
盤
が
形
成
さ
れ
る

も
の
と
な
る
よ
う
推

進
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
四
）
ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健
康

の
保
持
増
進
及
び
安
全
の
確
保
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
五
）
ス
ポ
ー
ツ
は
、
障
害
者
が
自

主
的
か
つ
健
康
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
障
害
の
種
類

及
び
程
度
に
応
じ
必
要
な
配
慮
を
し

つ
つ
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
六
）
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
（
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
含
む
）

が
国
際
競
技
大
会
、
全
国
的
な
競
技

会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
効
果
的
に
推
進

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
七
）
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に

関
わ
る
国
際
的
な
交
流
及
び
貢
献
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
相
互
理
解

及
び
国
際
平
和
」
に
寄
与
す
る
も
の

と
な
る
よ
う
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
八
）
ス
ポ
ー
ツ

は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

行
う
者
に
不
当
な

差
別
扱
い
を
せ
ず
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
活
動

を
公
正
か
つ
適
切

に
実
施
し
、
ド
ー

ピ
ン
グ
の
防
止
な

ど
国
民
の
幅
広
い

理
解
及
び
支
援
が

得
ら
れ
る
よ
う
推

進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
の
８
項
目
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
競
技
力
水
準
の
向
上
」

が
優
先
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
ス

ポ
ー
ツ
の
条
件
整
備
や
国
民
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
が
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ

を
め
ぐ
る
状
況
を
し
っ
か
り
捉
え
る

う
え
で
も
、
ど
う
推
進
す
る
か
の
重

要
な
指
標
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
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12
月
月
例
（
第
４
３
０
回
）
は
12
月
25
日
最
終
日
曜
で
す
。

（
注
・
毎
年
12
月
も
最
終
日
曜
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
）

◆

12
月
11
日
（
日
）
第
10
回
神
奈
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
（
13
：
30
～
15
：
30
）

会
場

：

法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学
校

（
連
盟
員
対
象
で
す
）

『
健
康
な
人
生
を
送
る
た
め
に
』
・
・

考
え
て
、
動
い
て
、
健
康
ト
レ
ニ
ン
グ

講
師

石
川

正
士
神
奈
川
県
連
盟
理
事
長

◆
２
０
１
２
年
第
39
回
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
月
８
日
（
日
）

30
ｋ
ｍ
、
10
ｋ
ｍ
市
場
グ
ラ
ン
ド
発
着
）

申
込
み
受
付
け
中

『
11
月
～
３
月
ま
で
は
冬
時
間
で
す
』
・
・
・

子
ど
も
１
ｋ

９
時
15
分

お
間
違
え
な
く
左
記
参
照
下
さ
い

新
連
載

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
成
立
と
課
題
（
３
）

～
ス
ポ
ー
ツ
を
権
利
と
し
て
推
進
す
る
基
本
理
念
の
概
要
～

神
奈
川
県
連
盟
・
川
崎
市
連
盟
理
事
長

石
川

正
士

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
は

で
す
。

そ
の
月
及
び
過
去
の
記
録
、
河
原
版
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

月
例
川
崎
も
省
資
源
・
エ
コ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
印
刷
物
は
極

力
少
な
く
し
て
い
ま
す
。
記
録
、
河
原
版
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
検
索
出

来
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
下
さ
い
。

そ
ち
ら
か
ら
メ
ー
ル
で
「
よ
ろ
ず
相
談
」
が
出
来
ま
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
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第
33
回
河
原
駅
伝

２
題

（
ス
タ
ー
ト
と
周
回
）

第
４
２
８
回
10
月
月
例
終
了
後
開

催
さ
れ
た
河
原
駅
伝
大
会
は
１
１
６

チ
ー
ム
（
一
般

１
０
３
、
女
子

５
、
混
合

８
）
が
参
加
し
４
２
・

１
９
５
㌔
７
区
間
を
神
奈
川
新
聞
社

の
金
獅
子
旗
の
争
奪
戦
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
上
位
チ
ー
ム
は
次
の

通
り
で
す
。

（
一
般
）
１
位

ポ
ポ
ロ
暴
れ
獅
子

２
・
27
・
51

（
女
子
）
１
位

ポ
ポ
ロ
都
美
人

３
・
01
・
41

（
混
合
）
1
位

Ｊ
ア
ス
リ
ー
ツ

２
・
48
・
00

第
33
回
河
原
駅
伝
大
会

開
催
さ
れ
る

（
結
果
）

アシスト自転車で河原駅伝の先導を務
める石川勝康さんと先頭集団

月例川崎スタート前の準備運動石川理事長の軽快な
動きとリズムが好評で子ども達の参加も目立ちます
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編
集
後
記

11
月
13
日
、
野
田
首
相
は
ハ
ワ
イ
で
の
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）

で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
に

参
加
す
る
た
め
関
係
国
と
の
協
議
に
入
る
と

表
明
し
た
。
外
交
で
「
交
渉
に
参
加
す
る
」

は
99
％
枠
組
み
を
尊
重
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
国
内
世
論
は
45
％
の
参
加
反
対
、
８
割

が
「
説
明
不
足
」
と
感
じ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

首
相
が
自
か
ら
の
政
治
信
条
に
照
ら
し
、
国

論
を
二
分
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
即
断
し
た
根

拠
を
何
に
求
め
た
ら
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
？
。

現
在
は
、
東
西
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
も
必
要
な
く

な
り
Ｅ
Ｕ
、
南
米
、
ア
ジ
ア
地
域
で
の
対
等

な
経
済
協
力
圏
が
主
流
の
今
日
、
大
国
の
横

暴
は
許
さ
れ
な
い
時
代
と
な
っ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
米
国
な
ど
か
ら
関
税

撤
廃
、
仕
組
み
是
正
が
求
め
ら
れ
、
第
二
の

構
造
改
革
と
な
り
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
塗
炭
の

思
い
を
受
け
る
。
円
高
が
進
む
中
、
米
国
や

輸
出
産
業
の
要
望
に
沿
っ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を

表
明
し
た
が
、
日
本
の
一
次
、
、
三
次
産
業
の

空
洞
化
を
も
た
ら
し
米
作
り
を
は
じ
め
食
料

や
医
療
・
保
険
・
教
育
な
ど
制
度
見
直
し
で

日
本
の
文
化
・
生
活
習
慣
ま
で
も
が
影
響
を

受
け
る
。
昔
、
ハ
ワ
イ
な
ど
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
の
島
の
人
達
は
魚
を
副
食
に
し
て
ス
リ
ム

だ
っ
た
と
い
う
。
米
国
・
豪
州
か
ら
の
食
肉

文
化
に
染
ま
り
肥
満
体
が
増
え
た
と
の
喩
え

に
あ
る
ほ
ど
経
済
主
権
を
守
ら
ね
ば
伝
統
文

化
ま
で
も
維
持
で
き
な
く
な
る
の
は
必
至
だ
。

①

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
Ｅ
メ
ー
ル

「
よ
ろ
ず
相
談
」
送
信
も
出
来
ま

す
。

②

バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管
理

で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

③
連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・50
・

65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・250
・300
回
が
あ

り
ま
す
。
15
回
は
Ｎ
Ｏ
刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は
賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー
又

は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月
例
チ

ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）
（
一
年
分
）

の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事
前
申
し
出
制
）
連

続
賞
は
三
百
回
ま
で
連
続
三
百
回
達
成
者
は

月
例
名
誉
会
員
と
な
り
ま
す
。

④
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

復
活
し
ま
し
た
。

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

三
年
前
、
定
年
退
職
し
た
年
に
父
の

故
郷
に
行
っ
た
。
空
路
松
山
か
ら
特
急

宇
和
海
11
号
に
乗
っ
て
卯
之
町
駅
で
下

車
し
迎
え
に
来
て
く
れ
た
従
兄
弟
の
軽

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
込
み
、
山
越
え
し
愛

媛
県
西
予
市
明
浜
町
田
の
浜
、
人
口
４

０
０
人
の
小
さ
な
漁
村
（
旧
東
宇
和
郡

明
浜
町
田
之
浜
）
に
到
着
し
た
。

目
の
前
に
は
宇
和
海
が
広
が
り
、
海

洋
性
の
温
暖
気
候
で
地
形
は
リ
ア
ス
式

海
岸
で
あ
る
。
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、

宇
和
海
に
面
す
る
南
斜
面
に
あ
っ
て
、

漁
業
を
し
な
が
ら
、
裏
斜
面
で
蜜
柑
の

栽
培
も
し
て
い
る
。
父
は
６
人
兄
弟
の

三
男
坊
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
兄
弟
が
粗
相
を
し
た
と
き
、

母
親
を
早
く
に
亡

く
し
、
漁
師
の
父

と
兄
弟
が
苦
労
を

し
た
話
し
て
説
教

を
し
た
。

そ
の
剛
毅
な
父
も

平
成
４
年
７
月
（
享
年
69
歳
）
に
亡
く

な
っ
た
。
40
年
前
、
祖
父
の
危
篤
の
知

ら
せ
に
、
父
は
石
垣
島
か
ら
私
は
東
京

か
ら
神
戸
の
叔
父
と
同
道
し
て
父
の
故

郷
で
合
流
し
た
。

祖
父
が
危
篤
な
の
に
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
し
た
父
と
伯
・
叔
父
４
兄
弟
が
酒

を
呑
み
だ
し
た
。
長
兄
の
林
太
郎
さ
ん

は
兄
弟
の
誰
か
ら
も
信
頼
が
あ
り
、
生

き
神
様
の
よ
う
に
慕
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
酒
量
が
増
す
に
つ
れ
、
四
方

山
話
し
で
議
論
に
な
り
、
次
兄
の
万
太

郎
さ
ん
の
漁
で
鍛
え
た
肉
体
か
ら
発
す

る
み
な
ぎ
る
声
に
圧
倒
さ
れ
、
豪
胆
な

父
も
そ
の
と
き
従
順
に
見
え
た
。

４
男
の
福
男
さ
ん
は
、
愛
媛
県
か
ら

神
戸
の
山
田
家
に
養
子
に
で
た
。
そ
の

福
男
さ
ん
は
父
の
嫌
味
を
一
身
に
受
け

苦
笑
い
し
な
が
ら
酒
を
呑
ん
で
い
た
。

隣
室
で
は
危
篤
状
態
の
祖
父
が
横
た
わ
っ

て
い
た
。
祖
父
を
気
に
し
な
が
ら
も
、

楽
し
そ
う
な
父
だ
っ
た
。
祖
父
の
様
態

が
落
ち
着
い
た
と
き
、
長
兄
の
養
殖
し

て
い
る
ブ
リ
の
筏
の
下
で
、
ブ
リ
の
餌

の
お
こ
ぼ
れ
を
狙
っ
た
黒
鯛
を
、
叔
父

に
す
す
め
ら
れ
て
父
と
２
人
、
釣
り
を

す
る
こ
と
に
し
た
、
指
先
に
巻
い
た
釣

り
糸
の
感
触
を
頼
り
に
、
大
き
な
黒
鯛

を
釣
り
上
げ
た
。
釣
っ
た
黒
鯛
は
生
き

た
ま
ま
船
底
の
海
水
に
入
れ
て
、
後
日
、

夕
食
の
宴
会
の
と
き
黒
鯛
の
刺
身
を
満

喫
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
田
之
浜
を

去
る
日
、
林
太
郎
さ
ん
と
万
太
郎
さ
ん
、

あ
の
頃
よ
り
体
力
は
だ
い
ぶ
落
ち
た
が
、

当
時
の
面
影
を
少
し
残
し
た
面
立
ち
を

私
に
向
け
な
が
ら
、
「
元
気
に
し
ち
ょ

れ
よ
」
と
優
し
く
話
し
か
け
て
く
れ
た
。

（
完
）

ご
お
っ
と
北
風
が
鳴
り
、

電
線
が
む
せ
び
泣
き
、
窓
ガ

ラ
ス
が
が
た
が
た
と
震
え
、

よ
う
や
く
朝
、
風
も
お
さ
ま

り
冷
た
い
澄
ん
だ
青
い
空
は

も
う
真
冬
の
色
、
冷
え
冷
え

と
し
た
空
気
が
漂
っ
た
。
時

の
移
ろ
い
の
な
ん
と
早
い
こ

と
か
、
あ
っ
と
い
う
間
に
日

が
過
ぎ
て
い
く
。
朝
、
目
覚

め
た
ら
起
き
眠
く
な
っ
た
ら

一
日
の
膜
を
閉
じ
る
。
東
欧

の
諺
に
『
食
べ
て
、
飲
ん
で
、

横
に
な
っ
て
寝
る
』
十
分
に

食
べ
る
こ
と
、
飲
む
こ
と
、

眠
る
こ
と
以
外
に
余
計
な
心

配
は
す
る
な
、
と
い
う
戒
め

だ
。
ま
わ
り
の
友
人
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
す
っ
か
り
老
い

た
。
脳
梗
塞
で
言
語
不
明
瞭

に
な
っ
た
者
も
い
る
。

会
社
人
間
か
ら
解
放
さ
れ
精

気
を
失
っ
た
者
、
愛
妻
に
先
立

た
れ
腑
抜
け
に
な
っ
た
者
、
こ

の
う
ち
二
人
は
鬼
籍
に
入
り
、

残
る
メ
ン
バ
ー
も
刃
こ
ぼ
れ
す

る
よ
う
に
居
な
く
な
っ
た
。

一
年
と
い
う
時
間
は
夜
汽
車
の

旅
に
似
て
い
る
。
闇
が
深
い
ほ

ど
山
あ
い
に
ひ
と
つ
、
ま
た
ひ

と
つ
と
車
窓
に
流
れ
る
灯
の
色

が
忘
れ
が
た
い
。
底
深
い
淋
し

さ
が
し
ん
し
ん
と
込
み
あ
げ
て

く
る
。

『
毎
日
、
こ
れ
が
人
生
最
後
の

日
と
思
っ
て
生
き
な
さ
い
。
ハ

ン
グ
リ
ー
で
あ
れ
。
愚
か
者
で

あ
れ
』
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ

ズ

（
完
）

【
ア
ラ
ブ
諸
国
に
民
主
化
の
波
】

ア
ラ
ブ
に
は

春
の
嵐
が

吹
き
荒
れ
る

ア
ラ
ブ
の
春

英
雄
も

末
路
は
汚
名

纏
い
死
す

ガ
ダ
フ
ィ
大
佐

【
野
田
首
相

Ｇ
２
０
初
出
席
】

国
内
で

出
来
ぬ
公
約

外
国(

よ
そ)

で
す
る

費
税
増
税

写
真
で
も

目
立
た
ぬ
位
置
に

そ
っ
と
立
ち

存
在
感
な
し

【
小
金
井
市
長

ゴ
ミ
処
分
費
用
発
言
で
辞
職
】

ゴ
ミ
だ
と
て

軽
く
あ
し
ら
い

職
を
辞
す

無
駄
遣
い
発
言

【
中
日
落
合
監
督

優
勝
で
も
更
迭
】

オ
レ
竜
は

逆
転
Ｖ
で

昇
天
し

大
逆
転
で
セ
リ
ー
グ
制
覇

（
１
９
５
９

下
山
孝
雄
）

『
快
汗
駄
句
駄
句
』

河
原
六
茶
（
俳
号
）

む

ち

ゃ

第
４
２
８
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

①
お
と
も
だ
ち
１
５
３
３
鈴
木
遥
香
ち
ゃ
ん

４
７
３
０
山
田

真
大
く
ん

４
７
３
４
鈴
木
優
希
く
ん
た
ち
は
全
員
５
歳
で
南

平
間
保
育
園
の
年
中
さ
ん
で
す
。

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
と
て
も
面
白
か
っ
た
の
で
、
ま
た
来

ま
す
。

②
仲

間
１

a
z
b
i
l

私
た
ち
は
山
武
（
や
ま
た
け
）
と

ア

ズ

ビ

ル

い
う
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
の
社
員
で
す
。
湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン
の

ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

来
年
の
４
月
に
社
名
をa

z
b
il

（
ア
ズ
ビ
ル
）
と
変
更
致
し

ま
す
の
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
チ
ー
ム
名
も
新
し
く
、a

zb
il

と
し
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
20
代
か
ら
40
代
が
中
心
で
す
が
今
日
は
湘
南
国

際
の
調
整
と
し
て
今
年
の
新
入
社
員
５
名
を
引
き
連
れ
て
参
加
し

写
真
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

ま
し
た
。
み
ん
な
張
り
切
っ
て
走
り
ま
す
。

③
仲

間
２

フ
レ
ッ
シ
ュ
４
人
組

川
崎
月
例
マ
ラ
ソ
ン
参
加
の
先
輩
ラ
ン
ナ
ー
に
誘

わ
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
長
所
は
コ
ー

ス
の
景
色
が
い
い
と
、
走
り
な
が
ら
心
が
癒
さ
れ
て

新
た
な
力
が
湧
い
て
く
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
は
以
前
走
っ
た
こ
と
の
あ
る
那
覇
マ
ラ
ソ
ン

で
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
今
日
の
多
摩
川
も
と
て
も

い
い
で
す
よ
。
「
今
日
の
ひ
と
言
」
４
７
５
２
久
保

山
駿
介
さ
ん
「
ま
た
走
り
た
い
で
す
」
１
５
４
４
丸

林
あ
か
ね
さ
ん
「
暖
か
い
応
援
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」

１
５
４
５
西

華
代
さ
ん
「
春
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
」

１
５
４
６
尾
木
加
奈
子
さ

ん
「
天
気
も
よ
く
て
気
分
よ
か
っ
た
」

④
子
ど
も
１
㌔

１
位

３
１
９
３

町
田
大
聖
君
。

た
い
せ
い

小
学
校
４
年
生
で

す
。
川
崎
月
例
マ
ラ

ソ
ン
は
５
回
目
の
参

加
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

は
走
る
だ
け
で
な
く
、

野
球
や
水
泳
も
や
っ

て
い
ま
す
。

⑤
３
Ｋ
ｍ
女
子

１
位

１
２
９
４

堤
阿
輝
子
さ
ん
。

川
崎
の
中
学
校
の
陸
上
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
８
０
０
ｍ
、
１
５
０

０
ｍ
を
中
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
県
総
体
の
８
０
０
ｍ
で
は
２
分
10

秒
で
２
位
に
入
り
ま
し
た
。
今
日
は
脚
の
調
子
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
時
か
ら
軽
く
、

い
い
感
じ
で
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

普
段
練
習
は
１
日

お
き
に
２
㌔
ぐ
ら
い

走
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
最
後
の
２
０

０
ｍ
が
と
て
も
苦
し

か
っ
た
で
す
が
来
月

も
が
ん
ば
り
ま
す
。

①

月例エッセー
『 生涯を風にまかせて昼寝かな』

134 森 泰之

月
例
エ
ッ
セ
ー

『
父
の
故
郷
』

１
６
２

山
下

覚

②

③

④

⑤


